
　四国の治山・林道を主とする森林技術者の技術向上を目的とし、

「四国の地質の謎に迫る」と題して、地球科学者 平　朝彦 氏 の特別

講演会を開催しました。� 【詳細は２頁】
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一
〇
月
二
三
日
、
四
国
の
治

山･

林
道
を
主
と
す
る
森
林

技
術
者
の
技
術
向
上
を
目
的
と

し
、
「
四
国
の
地
質
の
謎
に
迫

る
」
と
題
し
て
、
地
球
科
学
者

平
朝
彦
氏
（
国
立
研
究
開
発
法

人
海
洋
研
究
開
発
機
構
理
事

長
）
の
特
別
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
四
国
各
県
の
担
当

者
を
は
じ
め
、
調
査
設
計
業

務
の
技
術
者
や
森
林
土
木
工

事
、
林
業
の
請
負
事
業
体
等
か

ら
一
二
〇
名
以
上
の
参
加
が
あ

り
、
会
場
と
な
っ
た
四
国
森
林

管
理
局
大
会
議
室
は
立
ち
見
が

出
る
ほ
ど
の
盛
況
で
し
た
。

　

講
演
者
の
平
朝
彦
氏
は
米
国

で
学
位
を
取
得
後
、
高
知
大
学
、

東
京
大
学
で
教
鞭
を
執
り
、
現

在
は
国
立
研
究
開
発
法
人
海
洋

研
究
開
発
機
構
理
事
長
の
職
に

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
四
万
十

帯
の
研
究
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

し
て
お
り
、
そ
の
研
究
成
果
は

世
界
的
に
評
価
が
高
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
般
向
け

解
説
書
の
著
作
も
多
数
あ
り
、

素
人
に
も
わ
か
り
や
す
い
説
明

が
出
来
る
研
究
者
と
し
て
定
評

が
あ
り
ま
す
。

　

講
演
内
容
に
つ
い
て
は
、
四
万

十
帯
が
形
成
さ
れ
た
過
程
の
解

説
、
四
万
十
帯
、
秩
父
帯
、
三

波
川
帯
等
の
地
質
構
造
の
特
徴

等
に
つ
い
て
研
究
デ
ー
タ
、
現

場
写
真
を
用
い
て
具
体
的
に
説

明
し
て
頂
き
、
ま
た
、
地
球
深

部
探
査
船
「
ち
き
ゅ
う
」
等
を

駆
使
し
た
深
海
の
海
底
下
の
地

質
調
査
に
よ
っ
て
四
国
の
地
質

構
造
の
成
り
立
ち
が
解
明
さ
れ

た
こ
と
や
、
現
場
で
の
化
石
調

査
に
よ
っ
て
今
後
も
新
た
な
事

実
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
こ
と
等
、
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
い
ト
ピ
ッ
ク
が

次
々
と
紹
介
さ
れ
、
豊
富
な
写

真
や
最
新
の
デ
ー
タ
に
よ
る
説

明
は
参
加
者
を
最
後
ま
で
魅
了

し
つ
づ
け
ま
し
た
。
公
演
後
の

質
疑
応
答
で
は
、
現
場
の
技
術

者
か
ら
、
コ
ア
に
よ
る
断
層
特

定
の
方
法
、
深
層
崩
壊
発
生
の

原
因
と
地
質
構
造
の
関
係
に
つ

い
て
等
の
質
問
が
相
次
ぎ
、
講

演
者
か
ら
は
時
間
が
か
な
り

オ
ー
バ
ー
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
丁
寧
な
解
説
を
頂
き

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
今
回
の
特

別
講
演
に
よ
っ
て
感
化
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
よ
り
実
体
的
な

研
修
と
し
て
、
今
後
、
崩
壊
地

等
に
お
け
る
現
地
検
討
会
や
地

す
べ
り
調
査
に
よ
り
採
取
し
た

コ
ア
の
判
定
に
係
る
勉
強
会
等

を
実
施
し
た
い
と
い
う
意
見
が

多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

 

講
演
会
「
四
国
の
地
質
の
謎
に
迫
る
」
の

 

開
催
に
つ
い
て

〈
治
山
課
〉

 

～
木
育
で
広
が
る
木
（
気
）
づ
か
い
の
輪
～

『
高
知
も
く
も
く
ラ
ン
ド
２
０
１
５
秋
ま
つ
り
』
参
加
し
て

〈
技
術
普
及
課
〉

　

一
〇
月
二
四
・
二
五
日
と
、

二
日
間
に
渡
り
高
知
市
中
央
公

園
で
高
知
県
と
高
知
県
木
材
普

及
推
進
協
会
の
主
催
に
よ
る
、

第
一
一
回
高
知
も
く
も
く
ラ
ン

ド
２
０
１
５
秋
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
、
二
〇
、
〇
〇
〇
人
（
主

催
者
発
表
）
を
越
え
る
人
々
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

講
演
会
の
様
子
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モ
ニ
ー
で
は
、
大
山
四
国
森

林
管
理
局
長
を
は
じ
め
関
係
者

が
挨
拶
及
び
丸
太
カ
ッ
ト
を
行

い
、
そ
の
後
も
ち
投
げ
を
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

高
知
県
産
材
の
普
及
を
目
的

に
開
催
さ
れ
、
木
造
住
宅
の
設

計
士
、
工
務
店
、
木
材
店
な
ど

エ
コ
製
品
を
扱
う
様
々
な
業
種

の
企
業
等
が
五
七
ブ
ー
ス
出
店

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
住
宅
相
談
や
地
震
対

策
、
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
な
ど
、

木
材
を
使
っ
た
建
築
に
関
す
る

総
合
的
な
相
談
会
の
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
森
林
管
理
局
は
、
今
年
は

パ
ネ
ル
展
示
だ
け
で
な
く
「
木

の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぼ
う
」
を

テ
ー
マ
に
、
四
国
山
の
日
賞
受

賞
団
体
の
紹
介
パ
ネ
ル
展
示
に

加
え
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
ド
ア

ノ
ブ
飾
り
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

終
了
と
同
時
に
「
ジ
ー
ジ
ー
ゼ

ミ
」
や
「
ケ
ロ
ケ
ロ
カ
エ
ル
」

を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
と
大
勢
の
親

子
連
れ
が
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
に
夢

中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
し
た
児
童
は

二
日
間
で
約
六
〇
〇
名
で
し
た
。

　

一
方
、
ド
ア
ノ
ブ
飾
り
作
り

は
、
二
日
間
で
五
九
名
の
児
童

が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
の

中
に
は
、
愛
媛
県
大
洲
市
か
ら

の
親
子
連
れ
や
高
知
県
内
か
ら

は
、
東
は
香
南
市
夜
須
町
、
西

は
土
佐
市
か
ら
来
た
人
も
い
ま

し
た
。
作
品
は
、
見
本
を
忠
実

に
再
現
し
た
も
の
や
、
ア
レ
ン

ジ
し
た
力
作
も
あ
り
職
員
も
驚

い
て
い
ま
し
た
。

　

当
森
林
管
理
局
の
ブ
ー
ス

は
、
両
日
と
も
長
蛇
の
列
で
盛

況
で
し
た
が
、
一
番
の
目
的
で

あ
る
「
四
国
山
の
日
賞
受
賞
団

体
」
の
紹
介
パ
ネ
ル
を
見
て
く

れ
る
父
兄
が
少
な
く
、
こ
の
点

に
つ
い
て
は
来
年
へ
の
課
題
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

木
の
オ
モ
チ
ャ
で
遊
ん
で
も

ら
っ
た
り
、
木
製
の
ク
リ
ス
マ

ス
リ
ー
ス
を
作
っ
た
り
す
る
こ

と
で
「
四
国
森
林
管
理
局
」
は

こ
う
い
う
こ
と
も
し
て
い
る
の

だ
と
い
う
存
在
感
を
示
す
こ
と

が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
こ
の
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
、

木
工
教
室
で
の
作
品
づ
く
り
や

木
製
お
も
ち
ゃ
等
で
の
遊
び
を

通
し
て
木
の
ぬ
く
も
り
や
、
良

さ
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
二
七
年
度
森
林
総
合
監
理
士
育
成
研
修
事
業

「
技
術
者
育
成
研
修
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
」
及
び
「
実
践

研
修
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
」
実
施

〈
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

　

林
野
庁
で
は
、
平
成
二
五
年

度
に
従
来
の
林
業
普
及
指
導
員

の
資
格
試
験
を
見
直
し
、
平
成

二
六
年
度
か
ら
都
道
府
県
職
員

以
外
の
者
も
森
林
・
林
業
に
係

る
技
術
支
援
等
が
円
滑
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
森
林
総

合
監
理
士
」
制
度
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
平
成
二
三
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
た
「
准
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
研
修
」
に
代
わ
っ
て
、
平

成
二
六
年
度
か
ら
「
技
術
者
育

成
研
修
」
と
な
り
、
二
年
目
の

挨
拶
す
る
大
山
局
長

大
勢
の
父
兄
で
賑
わ
っ
た
局
の
ブ
ー
ス
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実
施
と
な
り
ま
す
。

　

森
林
総
合
監
理
士
候
補
者
を

育
成
す
る
た
め
、
「
技
術
者
育

成
研
修
」
及
び
「
実
践
研
修
」

を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

研
修
の
講
師
に
は
、
林
野
庁

及
び
当
森
林
管
理
局
の
担
当
者

を
は
じ
め
、
研
究
者
や
団
体
職

員
等
の
外
部
講
師
の
協
力
を
頂

き
ま
し
た
。

　

「
技
術
者
育
成
研
修
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
」
は
、
九
月
二
九
日
～

一
〇
月
二
日
ま
で
の
間
に
実
施

し
ま
し
た
。
東
京
都
内
で
の
中

央
研
修
を
終
え
た
研
修
受
講
生

一
八
名
（
県
職
員
一
二
名
、
国
有

林
職
員
五
名
、
法
人
職
員
一
名
）

を
対
象
に
、
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
と
し

て
高
知
市
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

開
講
式
で
は
、
木
村
業
務
管

理
官
か
ら
激
励
の
挨
拶
が
あ
り
、

早
速
、
酒
井
外
部
講
師
に
よ
る

「
森
づ
く
り
の
構
想
（
目
標
林
型

と
施
業
方
法
の
選
択
）」
の
講
義

か
ら
始
ま
り
、
資
源
循
環
利
用

構
想
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
高
知
県
中
土
佐

町
内
に
あ
る
喜
代
須
山
国
有
林

で
「
森
づ
く
り
構
想
実
習
」
と

し
て
、
目
測
に
よ
る
森
林
現
況

を
数
値
で
算
出
し
目
標
林
型
等

の
検
討
や
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
午
後
か
ら
、
同
じ
く
中
土

佐
町
内
に
あ
る
新
道
山
国
有
林

外
で
、
一
，
〇
〇
〇
ha
の
森
林

に
お
け
る
一
〇
年
間
の
事
業
計

画
に
つ
い
て
、
現
地
を
確
認
し

検
討
を
行
う
「
資
源
循
環
利
用

構
想
演
習
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

三
日
目
は
高
知
市
内
の
研
修

会
場
に
て
、
「
現
地
実
習
を
踏

ま
え
た
路
網
の
整
備
計
画
と
木

材
供
給
ビ
ジ
ョ
ン
の
検
討
」
と

翌
日
の
発
表
資
料
の
作
成
を
行

い
ま
し
た
。

　

四
日
目
と
な
る
最
終
日
は
、

班
毎
に
首
長
に
対
す
る
プ
レ
ゼ

ン
を
想
定
し
た
発
表
を
行
い
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

閉
講
式
で
は
、
大
山
森
林
管

理
局
長
か
ら
今
後
の
活
躍
を
期

待
す
る
エ
ー
ル
の
挨
拶
を
頂
き

四
日
間
の
研
修
を
無
事
に
終
了

し
ま
し
た
。

　

四
日
間
の
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
は
実
習
・
演
習
の
時
間
に

限
り
が
あ
っ
た
も
の
の
、
受
講

生
は
各
課
題
に
真
剣
に
取
り
組

み
、
森
林
総
合
監
理
士
の
役
割

と
重
要
性
を
理
解
す
る
と
と
も

に
、
や
り
甲
斐
や
困
難
さ
を
認

識
す
る
も
、
目
標
を
定
め
て
取

り
組
む
覚
悟
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　

一
〇
月
二
七
日
～
二
八
日
ま

で
の
日
程
で
、「
実
践
研
修
（
現

地
検
討
）
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

当
研
修
は
、
地
域
の
特
性
等

を
踏
ま
え
た
、
森
林
・
林
業
の

再
生
へ
の
課
題
を
設
定
し
、
現

地
で
の
検
討
を
通
し
て
課
題
の

背
景
と
解
決
策
を
共
有
す
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
す
る
も
の
で

す
。

　

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
外
部

講
師
の
方
々
の
ご
協
力
を
頂

き
、
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

施
設
等
の
稼
働
に
伴
う
流
域
に

お
け
る
原
木
増
産
体
制
シ
ス
テ

ム
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
、

川
下
の
需
要
動
向
を
踏
ま
え
た

安
定
的
な
木
材
生
産
の
戦
略
を

描
け
る
能
力
の
習
得
と
実
践
的

な
助
言
が
で
き
る
人
材
の
育
成

森づくり構想実習（喜代須山国有林）

資源循環利用構想演習（新道山国有林外）

路網整備計画と木材供給ビジョンの検討
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を
目
的
に
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
ブ
ロ
ッ
ク
研
修

等
の
受
講
生
も
含
め
、
希
望
者

を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
四
国
四
県

は
も
と
よ
り
、
大
阪
府
、
和
歌

山
県
か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
、

総
勢
二
〇
名
（
県
職
員
一
四
名
、

国
有
林
職
員
六
名
）
を
対
象
に
、

当
森
林
管
理
局
二
階
大
会
議
室

に
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

開
講
式
に
お
け
る
、
木
村
業

務
管
理
官
か
ら
の
激
励
の
挨
拶

の
後
、
香
美
森
林
組
合
野
島
代

表
理
事
組
合
長
か
ら
「
高
知
県

に
お
け
る
林
業
の
現
状
課
題
と

そ
の
対
策
等
に
つ
い
て
」
と
題

し
た
講
義
と
「
熱
い
情
熱
を

持
っ
て
、
地
域
の
森
林
・
林
業

の
牽
引
者
と
な
れ
」
の
激
励
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
知
県
香
美
市
香

北
町
（
民
有
林
）
に
お
い
て
、

バ
イ
オ
マ
ス
原
料
等
、
木
材
需

要
増
大
に
伴
う
増
産
体
制
に
向

け
た
搬
出
シ
ス
テ
ム
を
実
施
し

て
い
る
香
美
森
林
組
合
の
皆
伐

事
業
地
へ
の
現
地
視
察
を
行

い
、
森
本
参
事
か
ら
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

現
地
は
約
二
〇
ha
の
皆
伐
地

に
お
い
て
、
外
国
製
タ
ワ
ー

ヤ
ー
ダ
や
自
動
運
転
機
能
付
き

搬
器
、
オ
ー
ト
チ
ョ
ー
カ
ー
な

ど
を
利
用
し
た
架
線
集
材
方
法

で
木
材
搬
出
事
業
を
展
開
す
る

と
と
も
に
、
一
般
材
と
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
用
木
材
の
仕
分
け
を

行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
研
修

生
は
大
い
に
興
味
を
示
し
、
多

く
の
質
問
が
な
さ
れ
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
①
「
地
域
の
林

業
に
対
す
る
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

と
し
て
の
見
方
と
対
応
に
つ
い

て
」
（
田
口
森
林
整
備
部
長
）
、

②
「
高
知
県
の
原
木
増
産
体
制

づ
く
り
に
向
け
た
取
組
に
つ
い

て
」
（
高
知
県
木
材
増
産
課
金

子
課
長
補
佐
）
の
講
義
を
受
け

ま
し
た
。

　

研
修
生
は
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と

し
て
、
常
に
広
い
視
点
か
ら
全

体
を
意
識
し
て
行
動
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
等
の
理
解

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
香
美
市
土
佐
山
田

町
繁
藤
に
あ
る
香
美
森
林
組

合
繁
藤
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
見

学
、
高
知
市
仁
井
田
に
あ
る
高

知
県
林
材
株
式
会
社
の
見
学
を

行
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
高
知
市
仁
井

田
に
あ
る
土
佐
グ
リ
ー
ン
パ

ワ
ー
（
株
）
の
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

研
修
生
は
こ
れ
か
ら
地
域
で

拡
大
す
る
で
あ
ろ
う
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
施
設
の
最
新
の
設

備
に
大
い
に
興
味
を
示
し
、
予

定
の
時
間
を
超
過
す
る
ほ
ど
の

活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
研
修
会
場
に
て
、

「
今
後
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と
し
て
、

や
っ
て
み
た
い
こ
と
」
を
テ
ー

マ
に
各
班
毎
の
発
表
を
行
い
、

全
体
で
共
有
を
図
り
、
最
後
に

講
師
等
か
ら
発
表
内
容
に
対
す

る
助
言
と
激
励
の
コ
メ
ン
ト
が

あ
り
ま
し
た
。

　

閉
講
式
で
は
、
田
口
森
林
整

備
部
長
か
ら
将
来
の
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
へ
エ
ー
ル
を
込
め
た
挨
拶

が
あ
り
二
日
間
の
研
修
を
無
事

に
終
了
し
ま
し
た
。

　

二
日
間
の
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
と
し
て
は
、
盛
り
だ
く
さ
ん

香美森林組合皆伐事業地見学

グループ検討結果の発表
「搬出システムの選択理由」

講義の様子（田口森林整備部長）
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高
知
県
四
万
十
市
立
西
土

佐
小
学
校
よ
り
、
「
校
区
内
に

四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推

進
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
こ
と
を

知
り
、
木
工
体
験
を
通
じ
て
、

ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
や

西
ヶ
方
地
域
に
親
し
み
を
持

ち
た
い
。
」
と
の
話
が
あ
り
、

一
〇
月
二
二
日
、
二
年
生
一
六

名
を
対
象
に
、
旧
西
ヶ
方
小

学
校
の
教
室
で
、
小
枝
を
使
っ

た
ス
ト
ラ
ッ
プ
及
び
鉛
筆
作

り
の
木
工
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

先
に
、
作
り
方
を
説
明
し
た

の
ち
、
児
童
達
が
、
各
キ
ッ
ト

を
ボ
ン
ド
で
接
着
し
、
色
付
け

を
し
て
約
六
〇
分
程
で
作
品
が

完
成
し
ま
し
た
。

　

わ
ず
か
な
時
間
の
木
工
教
室

で
し
た
が
、
児
童
は
、
木
と
ふ

れ
あ
い
、
完
成
後
に
は
、
み
ん

な
に
「
難
し
い
と
思
っ
た
ら
、

簡
単
に
上
手
で
き
た
。
」
「
楽
し

か
っ
た
。
」
「
ま
た
作
り
た
い
。
」

と
の
感
想
で
、
と
て
も
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

　

後
日
、
学
校
よ
り
校
内
報

「
げ
ん
気
」
と
感
謝
の
お
手
紙

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
親
子
木
工
教
室
を
開
催
」

〈
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

一
〇
月
二
四
日
、
高
知
県

四
万
十
市
立
中
村
南
小
学
校

で
、
四
年
生
三
一
名
と
父
兄
等

を
対
象
に
、
「
親
子
木
工
教
室
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
「
森
林
の
は
た
ら

き
」
に
つ
い
て
説
明
し
、
森
林

に
は
「
水
を
蓄
え
る
」
、
「
土
砂

崩
れ
を
防
ぐ
」
、
「
快
適
な
環
境

を
作
る
」
な
ど
の
大
切
な
働
き

が
あ
る
こ
と
を
学
習
し
ま
し

た
。

　

次
に
怪
我
の
な
い
よ
う
、
模

範
演
技
を
見
せ
な
が
ら
、
道
具

の
使
用
方
法
や
製
作
時
の
注
意

点
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
サ

ク
ラ
、
ミ
ズ
メ
、
ヒ
メ
シ
ャ
ラ

な
ど
の
木
の
枝
を
使
っ
て
自
由

製
作
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

児
童
は
、
ノ
コ
ギ
リ
や
ク
ラ

な
内
容
と
な
り
、
検
討
時
間
の

短
さ
を
指
摘
さ
れ
た
も
の
の
、

現
場
を
目
の
当
た
り
に
し
、
現

場
の
声
を
直
接
聞
け
た
こ
と
は
、

研
修
に
格
段
の
説
得
力
が
加
わ

り
、
研
修
生
か
ら
は
と
て
も
充

実
し
た
内
容
で
あ
っ
た
と
の
意

見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
地
域
に

貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
図

る
た
め
、
更
な
る
研
修
の
充
実

を
図
り
、
将
来
に
繋
げ
て
行
く

こ
と
と
し
ま
す
。

木質バイオマス発電施設
（土佐グリーンパワー㈱土佐発電所）見学

「
旧
西
ヶ
方
小
学
校
で

木
工
教
室
を
開
催
」

〈
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉木工クラフト完成、ヤッター

木
工
教
室
の
様
子
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フ
ト
ナ
イ
フ
、
剪
定
バ
サ
ミ
な

ど
を
使
い
、
先
生
や
職
員
の
手

助
け
も
受
け
な
が
ら
、
自
分
達

で
工
夫
を
し
枝
を
加
工
し
、
ク

マ
や
カ
ブ
ト
ム
シ
等
の
置
物
や

く
ま
モ
ン
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど

の
作
品
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
し

た
。

　

授
業
参
観
の
機
会
に
、
児
童

と
父
兄
等
が
一
緒
に
、
木
を

使
っ
て
工
作
が
で
き
た
こ
と

で
、
森
林
の
大
切
さ
や
木
材
利

用
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

山
林
火
災

「
森
林
・
山
は
一
つ
」

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

一
○
月
一
九
日
午
後
〇
時
半

頃
発
生
し
た
徳
島
県
那
賀
町
木

頭
折
字
の
山
林
火
災
は
、
一
〇

月
二
六
日
の
鎮
火
ま
で
の
間
、

上
空
か
ら
香
川
、
愛
媛
、
徳
島

県
の
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

及
び
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
計
六
機
で
百
数
十
回
に
わ
た

り
、
計
一
〇
〇
ｔ
余
り
を
放
水

し
、
更
に
地
上
か
ら
も
地
元
消

防
隊
や
消
防
団
の
計
九
○
人
余

り
が
複
数
班
に
分
か
れ
、
徒
歩

で
最
大
二
時
間
半
余
り
を
か

け
て
延
焼
箇
所
及
び
周
辺
山

林
と
の
境
目
を
手
動
ポ
ン
プ

（
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー
）
等

で
懸
命
な
る
消
火
活
動
に
あ

た
っ
た
結
果
、
漸
く
、
二
六
日

午
後
一
時
に
「
鎮
火
宣
言
」
が

発
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
山
林
火
災
の
焼

失
面
積
は
二
○
ha
余
り
で
あ

り
、
消
火
活
動
に
あ
た
っ
て

は
、
当
署
か
ら
、
二
○
日
に
三

名
、
二
一
日
に
一
名
、
さ
ら
に

二
二
日
に
は
本
部
か
ら
の
要
請

を
受
け
五
名
を
派
遣
す
る
と
と

も
に
併
せ
て
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー

タ
ー
等
の
諸
機
材
も
提
供
し
ま

し
た
。

　

四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
山

林
火
災
は
、
出
火
元
が
民
有
林
、

国
有
林
に
関
わ
ら
ず
そ
の
対
応

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
地
域
・
地
元
住
民

に
と
っ
て
は
「
山
は
一
つ
」
で

あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
な
に
よ

り
も
各
地
域
に
賦
存
・
位
置
す

る
「
国
有
林
・
国
有
林
野
事
業

が
果
た
す
べ
き
役
割
の
一
つ
」

で
あ
る
か
ら
で
す
。

小
豆
島
で
「
巨
木
を
語

ろ
う
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉

　

全
国
か
ら
巨
木
の
愛
好
家
が

集
ま
り
、
巨
木
や
自
然
環
境

の
保
護
に
つ
い
て
考
え
る
「
第

二
八
回
巨
木
を
語
ろ
う
全
国

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
一
〇
月
三
一

日
、
香
川
県
小
豆
島
町
の
サ

ン
・
オ
リ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

雨
が
少
な
い
瀬
戸
内
・
小
豆

島
で
す
が
、
樹
齢
一
五
〇
〇
年

を
超
え
る
シ
ン
パ
ク
（
ミ
ヤ
マ

ビ
ャ
ク
シ
ン
）
や
全
国
最
大
級

の
ソ
テ
ツ
を
は
じ
め
多
く
の
巨

木
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
全
国
か
ら

約
四
〇
〇
人
を
集
め
、
苗
羽
小

（
二
四
の
瞳
の
舞
台
と
な
っ
た

分
教
場
の
本
校
）
音
楽
部
の
歓

迎
演
奏
で
始
ま
り
、
主
催
者
等

か
ら
の
挨
拶
の
あ
と
、
増
田
拓

朗
香
川
大
名
誉
教
授
に
よ
る

「
巨
樹
の
保
存
と
後
継
樹
の
育

成
」
に
向
け
た
基
調
講
演
、
さ

ら
に
は
事
例
発
表
と
し
て
、
巨

大
シ
ン
パ
ク
を
有
す
る
宝
生

院
住
職
の
保
存
へ
の
思
い
、
苗

木
の
植
栽
な
ど
水
源
の
森
づ

く
り
を
続
け
て
い
る
「
美
島
緑

の
少
年
団
」
の
活
動
、
神
社
社

叢
（
国
指
定
天
然
記
念
物
）
の

再
生
に
向
け
た
神
浦
自
治
会

の
活
動
等
が
報
告
さ
れ
ま
し

徳
島
署
の
職
員
に
よ
る
消
火
活

動
の
様
子


